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茨城県内
1日	 	国税庁は、2025年分の路線価（1月1日時点）を

公表、茨城県の標準宅地の対前年平均変動率は
＋1.0％（24年は同＋0.7％）と3年連続の上昇、
全国は同＋2.7％（24年は同＋2.3％）と4年連続
の上昇

4日	 	茨城県は、「茨城空港将来ビジョン～首都圏第３
の空港を目指して～」を発表、開港から15年を
迎えた茨城空港が目指すべき姿、果たすべき役
割を3つ（「国内外との観光・ビジネスや地域の
賑わいの拠点となる空港」「日本の国際・国内航
空需要に対応する空港」「本県をはじめ周辺県の
災害対応の拠点となる空港」）、実現するために
必要な6つの取組を取りまとめ

7日	 	いばらき県央地域連携中枢都市圏（水戸・笠間・
ひたちなか・那珂・小美玉市、大洗・城里・茨
城町、東海村）は、茨城大学・常磐大学・常磐
短期大学と包括的な連携協力協定を締結したと
発表、それぞれの有する人的資源、物的資源等
を活用しながら同都市圏の発展と圏域の未来を
担う人材の育成を図る

18日	 	茨城県によれば、2024年の県内への入込客数（延
べ人数）は6,180万人と前年に比べ＋1.2％の増加、
観光消費額は4,447億円と同＋24.4％増加し過去
最高を更新

29日	 	総務省は、2025年度普通交付税（地方交付税）
の交付額を決定、茨城県分は2,036億90百万円、
前年度に比べ＋3.7％と2年振りに増加、県内市町
村分は1,727億63百万円、同＋2.7％と7年連続で
増加、交付税を受け取らずに財政運営が可能な
「不交付団体」は前年同様に、つくば市、神栖市、
東海村の3市村

31日	 	茨城県「茨城県職員子育て応援・女性活躍推進
プラン」に基づく取組の実施状況（教育委員会、
警察を除く全部局対象）によれば、2024年度の
男性育児休業取得率は111.5％と前年度に比べ＋
13.1ポイントの上昇、平均取得日数は68.8日と同
5.6日の増加、管理職に占める女性割合（課長級
以上、2025年4月発令）は21.5％（同＋4.6ポイン
ト）と過去最高を記録

31日	 	総務省によれば、茨城県の2024年度のふるさと
納税の受入額は391億29百万円と前年度に比べ＋
4.6％の増加、受入件数は197万1,389件と同▲
4.8％の減少、全国は受入金額1兆2,728億円（同
＋13.9％）、受入件数5,878万7,253件（同▲0.3％）

国内・国外
1日	 	日本銀行の全国企業短期経済観測調査（6月）に

よれば、大企業製造業の業況判断DIは13と3月調
査に比べ＋1Pの改善。企業の物価見通し（全規
模全産業、前年比）は、1年後＋2.4％（3月比▲
0.1P）、3年後＋2.4％（同横ばい）

2日	 	財務省によれば、2024年度の税収は75兆2,321億
円と前年度に比べ3兆1,559億円の増加。うち所
得税は21兆2,086億円（同▲8,444億円）、法人税
は17兆9,102億円（同＋2兆496億円）、消費税は
25兆212億円（同＋1兆9,289億円）。歳入から歳
出を差し引いた決算剰余金は2兆2,645億円

4日	 	年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）によ
れば、2024年度の収益額は＋1.7兆円の黒字（収
益率＋0.7％）、2001年度以降の累積収益額は＋
155.5兆円（年率＋4.2％）、24年度末時点の運用
資産額は249.8兆円

24日	 	欧州中央銀行（ECB）理事会は、主要政策金利を
2.15％、中央銀行預金金利を2.00％に各々据え置
くことを決定

25日	 	厚生労働省によれば、男性の平均寿命は81.09年
と前年に比べて横ばい、女性の平均寿命87.13年
と同▲0.01年の低下、平均寿命の男女差は6.03年
で同▲0.01年縮小

29日	 	国際通貨基金（IMF）によれば、世界経済成長率
見通しは、2025年＋3.0％（4月見通し比＋0.2P）、
26年＋3.1％（同＋0.1P）、日本は25年＋0.7％（同
＋0.1P）、26年＋0.5％（同▲0.1P）

29日	 	内閣府は、7月の月例経済報告で、わが国の景気
は、「米国の通商政策等による影響が一部にみら
れるものの、緩やかに回復している」と判断を
維持

30日	 	米商務省によれば、4～6月期の米国実質国内総
生産（速報値、季節調整済み）は、前期比年率
換算で＋3.0％と1～3月期（▲0.5％）に比べ＋3.5
ポイントの上昇

29～	 	米連邦公開市場委員会（FOMC）は、フェデラル
30日	 	ファンド（FF）金利の誘導目標を4.25～4.50％に

据え置くことを決定

30～	 	日本銀行は、金融市場調節方針の変更を決定、無
31日	 	担保コールレート（オーバーナイト物）を0.5％

程度で据え置くことを決定。

経済トピックス　2025年7月 経済情報ピックアップ
世界経済フォーラム「ジェンダー・ギャップ指数」 2025 年結果について

経済情報ピックアップ

日本のジェンダーギャップ指数（評価項目別） 女性の就業率と正規社員の割合

出所：世界経済フォーラム「Global Gendar Gap Report 2025」

出所：総務省統計局「労働力調査」

7 月12 日、世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム（WEF）は、2025 年 版
「ジェンダー・ギャップ指数」を公表しました。以下では、

日本の男女格差の現状と格差解消に向けた取り組み状況
を説明します。

ジェンダー・ギャップ指数は、男女格差の解消を目的
に、男女平等の実現度を数値で示したもので、1 が男女の
完全平等を、0 が完全不平等を表しています。

2025 年の日本のジェンダー・ギャップ指数は0.666 と
前年調査から＋0.003 ポイント上昇したものの、調査対象
148 か国中で118 位と前年から横ばいとなっています。G7
では6 番目のイタリア（85 位）からも大きく順位を離され
て最下位、同じアジア地域の韓国（101 位）や中国（103
位）よりも低い順位となっています。

同指数は、「経済」「政治」「教育」「健康」の4 つの指標で評
価されています。指標別にみると、日本は、経済で112 位、
政治で125 位と低位になっています。経済・政治ともに政
府高官や管理職といった意思決定層における女性の少な
さが順位を押し下げる要因となっています。

政治の項目別では、「国会の女性議員比率」が115 位、「女
性閣僚比率」が124 位と低位であり、「過去50 年間の女性
首相・大統領の在任期間」はゼロとなっています。衆議院
議員に占める女性の割合は15.7％と、政治における男女格
差は依然として大きくなっています。ただし、７月の参議
院選挙では、女性当選者は42 人で全当選者に占める割合
は33.6％と過去最高となっています。

経済の項目別では、「賃金格差」が93 位、「管理職比率」が
127 位となっています。

日本の女性の就業率は女性の労働参加率の高まりを背
景に高まっており、女性が結婚や出産・育児によって職を
離れ、30 代を中心に就業率が低下する「M字カーブ」は解
消しています。

しかし、正規社員の割合は20 代後半をピークに、年齢が
上がるごとに低下する（非正規社員の割合が増加する）

「L字カーブ」の状態が続くなど就業構造の課題を抱えて
います。出産や育児を機に正社員を辞めると、復職した際
には非正規社員での就業、「年収の壁」の範囲内で働く
ケースが多いことにあります。

その結果、男性の正規社員比率は77.5％であるのに対し
て女性は47.3％となっており、男女賃金格差の要因となっ
ています。女性の大学進学率は、男性と大きく変わらなく
なったものの、それが反映しきれていないという課題があ
ります。今回、年収の壁については見直しがされました。

男女格差の課題は地方においてより深刻となっていま
す。現在、東京一極集中の流れが続いており、特に女性が地
方での生活を選択しない傾向が強まっています。政府は、
2025 年6 月に女性活躍・男女共同参画の重点方針（女性
版骨太の方針2025）を決定しました。女性にも選ばれる地
方を実現することを通じて、女性を含めた誰もが安心して
住み続けられる地域を構築することが求められます。

（筑波総研　上席研究員　山田　浩司）
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指標 項目 スコア 順位

経済
0.613
112位

労働参加率 0.778 81 位
賃金格差 0.603 93 位
所得 0.592 91 位
管理職比率 0.192 127 位
専門・技術職比率 0.924 80 位

政治
0.085
125位

国会の女性議員比率 0.186 115 位
女性閣僚比率 0.111 124 位
過去50年間の女性首相・
大統領の在任期間 0.000 81 位

教育
0.994
66位

識字率 1.000 1 位
初等教育 – – 位
中高等教育進学率 1.000 1 位
大学以上進学率 0.974 112 位

健康
0.973
50位

男女の出生数 0.944 1 位
健康寿命 1.040 58 位
全体 0.666 118 位


